
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体名・事業名（申請活動） 団体からの声 

★NPO 法人 未来経験プロジェクト 

「朝ごはんこども食堂」 

活動を通じて出会った色々な人たち

と自分達からコラボしていき、一緒

に何かをやっていきたい。 
 

★First Step（ファーストステップ） 

「子ども主体で企画するランタンまつりの事前視察と 

勉強会」 

目的達成には至らなかったが、ふり

かえりをきちんとして、今後の活動

にしっかり繋げていきたい。 
 

団体名・事業名（申請活動） 団体からの声 

★NPO 法人 ぜんしん 

「人材募集・育成及び信頼獲得に向けた 

中・長期ビジョン策定事業」 

情報発信のツールを活用すること

で、人材不足を解消していきたい。

長期的な視野を持ち組織基盤整備

を継続していく。  

平塚市見附町１－８ ２階 
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令和元年５月 15日発行 

４月２７日（土)、ひらつか市民活動センターで平成３０年度

助成団体の活動報告会を開催しました。報告団体は 

入門コース２団体、発展コース７団体、組織基盤整備コース 

１団体の計１０団体です。 

報告会ではパワーポイントで活動の写真や動画を見せた

り、模造紙にまとめたりする等、各団体とも工夫を凝らす様子

が見られました。 

運営委員からは活動・団体運営等に対する質疑やアドバ

イスがありました。その後、各団体から今後の活動への抱負

や思いを語っていただき、最後に委員長から報告会全体に 

ついて講評していただきました。 

報告会が終わった後も、運営委員との交流をはじめ、どの

団体もお互いに事業の感想を伝えあい、団体間で連携に 

向けた話が出るなど、それぞれの活動がますます活発化して

いきそうな様子でした。 

      ひらつか市民活動センター 



★平成 15年度から始まった「公益信託ひらつか市民活動ファンド」は 30年度をもって終了しますが、

引き続き、「平塚市市民活動推進補助金」にて助成を継続していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体名・事業名（申請活動） 団体からの声 

★平塚ゆかりの作家 中勘助を知る会 

「平塚ゆかりの作家 中勘助文学記念碑建設事業」 

読書会や紙芝居の継続、散歩道の検討

や小・中学校との連携などにより多く

の共感を持たせていきたい。 

 

★NPO 法人 暮らし・つながる森里川海 

「木育と環境学習活動の展開」 

人を集める工夫、スタッフ育成、他団

体との連携などの課題について協議

していきたい。  

★子ども学習支援グループ 須賀の寺子屋 

「子どものための学習支援教室」 

今後も学習支援員が自ら動き、楽しく

活動できるような環境を整えていき

たい。  

★湘南ひらつかビーチクラブヨット部会 

「初級ヨット教室開催」 

仲間が少しずつ増えており、これから

も地道な活動を続けていく。 

「海に来てください！」  

★湘南ひらつか・ゆるぎ地区活性化に向けた協議会 

「吉沢八景活用事業」 

これまでの整備も継続しながら、 

「トンボの里づくり」計画へ進んでい

きたい。 
 

★カベラ日本語の会 

「“ボランティアのための養成プログラム”作りを 

通した事業の継続と増える技能実習生対応の強化」 

引き続き、ベースとなる日本語教室の

開催を継続しながら、養成プログラム

を完成させたい。 
 

★親と子の寺子屋 ふれあい自遊塾 

「指導者養成研修会、講演会、親子テーブルゲーム大会」 

ファンド助成により活動の基礎を作

ることができた。今後も指導者育成等

の活動を広げていきたい。  

・活動によって地域から声をもらえることが素敵である。食育を通じた地域との

繋がりが大切。今後も色々な広がりを持つような活動をお願いしたい。 

・参加者の声を活かすとよい。ニーズに合っているかを検証し、少数でも 

良いので地道に参加者を増やしてもらいたい。 

・児童、生徒とは時間をかけて信頼関係を構築してほしい。また、勉強だけで 

なく、居場所をつくってあげることも大切。 

・平塚の海が誇れるものだということをあらためて感じることができた。 

毎年、運営委員として団体の皆さんから発表を聞いていると、ボキャブラリーが

上がっており、これもファンド助成のひとつの成果だと感じている。この助成を期に

それぞれの活動をどこまで先に進めていけるかがカギとなる。市民の皆さんが、 

よりよい社会や地域の地盤を強くすることを求めて発展していくには、今後は行政

の役割が大きくなってくるだろう。そこに企業が協力できるような、そんな市民社会

を考えていくことになるのではないか。 

このファンドは１５年の歴史に幕が下りる。関係者の皆さまに感謝申し上げたい。 


